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平成２５年１２月 No.277け　ん　　　　　　こ　う

公益財団法人星総合病院

＜醫霊＞霊をも醫（癒）やしたい　　　という創始者の願いを医療従事者の医の心とすべく造られた当法人の理念
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医
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従
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想
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要
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７月20日（土）

　今年の１月に新・星総合病院が開院後、ポラリス保健看
護学院の移転新築工事をはじめ敷地内で進められていた工
事が全て完成し、７月にグランドオープンを迎えました。

福島県副知事
村田文雄様による祝辞

星北斗理事長挨拶

盛大に開催された記念式典

郡山市長
品川萬里様による祝辞

全員で記念撮影

　メグレズホールにて、ポラリス保健看護学院新校舎完成とグランドオープンを祝し、ご来賓の
方々をお招きして盛大に記念式典を挙行致しました。

ポラリス保健看護学院
メグレズホール

病棟

外来棟

２F　かがやき健康館
１F　ほしのこ子供館

来賓祝辞 横倉　義武様 公益社団法人日本医師会会長

坂本　すが様 公益社団法人日本看護協会会長

荒川真知子様 一般社団法人日本看護学校協議会会長

感謝状贈呈 設計業者 株式会社日建設計  様
施工業者 鹿島建設株式会社  様
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◦記念講演会を開催
　島根大学医学部小
児科教授の山口清次
先生をお招きし「健や
かな子育て環境を目
指して～子供のから
だと心のビタミン～」
をテーマにご講演い
ただきました。

７月21日（日）
◦ポラリス保健看護学院新校舎内覧会
　地域の皆様にも、新校舎の特徴や機能についてご覧
いただきました。

富岡町様が所有するグランドピアノをメグ
レズホールでお預かりさせていただくこと
となり、富岡町ゆかりのお二方に、ピアノ演
奏及び朗読を披露していただきました。

▪朗　読
　青木　淑子様
　　富岡町社会福祉協議会アドバイザー
　　元 富岡高等学校校長

▪ピアノ演奏
　四家　昌博様
　　仙台白百合女子大学 助教
　　元 富岡高等学校音楽講師

市内の小・中・高校生等による
「オープニングコンサート」

出演：郡山市立薫小学校合唱部
郡山市立金透小学校合奏部（管弦楽）
郡山市立郡山第四中学校吹奏楽部
郡山市立郡山第五中学校合唱部
郡山市立日和田中学校吹奏楽部
福島県立安積黎明高等学校クラシック部
柏原　悠様（東京音楽大学）※ヴァイオリン独奏
ポラリス保健看護学院学生有志
星総合病院職員有志

ポラリス保健看護学院　新校舎のご紹介

講演会や音楽を通し看護職としての
豊かな感性を育成するメグレズホール

在宅看護実習室。ガラス張りで
四方から浴室やトイレを見る事
が可能

廊下側がガラス張りで
開放的な教室

看護学生および病院職員の図書室
機能を兼ね備えたライブラリー

看護実習室。実際の医療現場
を模した各種の擬似環境を備
え、より実践的な実習が可能

調理実習もできる総合演習室
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惜別　故 星  一雄会長

　当法人の星一雄会長が、８月31日にご逝去されました（享年83歳）。
　当法人創設者である星一郎の意志を受け継ぎ、地域医療の充実、当法人の運
営と発展に大きく尽力されました。
　９月７・８日にメグレズホールにてお別れ会を執り行い、医療関係者や職員
等約1,600名が参列しご冥福をお祈りしました。

惜別　先輩　星一雄先生
日 野 原　　正

獨協医科大学  名誉教授
（東京慈恵会医科大学卒業）

　星一雄先輩は、人の和を紡ぐ人、琴棋書画の人、破天荒
で洒脱な粋人であった。
　昭和31年、私が佐藤重一教授の主宰する耳鼻咽喉科に
入局した時に先輩に親しく迎えられ、また昭和49年４月、
獨協医大に赴任して郡山の星総合病院に週一回診療に伺
い、この半世紀にわたって先輩の謦咳に接する度ごとに、
さらにその感を強めてきた。
　人の和を紡ぐ人　耳鼻科医局にあって、先輩独特の話
術とユーモアで常に人を和ます才は、余人の真似できな
いものであった。殊に大学同窓の親睦会を二度にわたっ
て郡山熱海の老舗の“一力”に招いての豪華一夕の宴

うたげ

は、
級友の信頼あっての“和の実践”であった。
　琴棋書画の人　中国の知識人の嗜みは「琴棋書画」と
いわれ、先年訪れた台北の故宮博物館にはその一室があっ
た。星先輩は興が乗ればタップを踏み、囲碁はプロ棋士
を招いて精進、そして書画を日常とする文人墨客の人で
もあった。その見事な味のある書は、病院正面に掲げら
れた「星総合病院」として不滅であり、漢詩を作られて
は同僚を瞠目させた。
　また油絵は、郡山市チャーチル会会員として、郡山駅頭
のギャラリーでその非凡な才を問い、同窓会会誌の表紙
を二度にわたって飾り、永久保存版となっている。
　破天荒で洒脱な粋人　東京渋谷の大橋にあった大学予
科は旧陸軍の跡地であり、荒れた校庭でラグビーに青春
を発散した先輩を遠くから羨望、また入局後折にふれて
見せた言動は横浜人の交遊の域を脱していた。
　昭和36年に第７回国際耳鼻咽喉科学会議がパリで開催
された折、独りロンシャンの競馬場に赴いて大枚（？）の
馬券を買った、才覚は私にはなく、国定忠治を生んだ上州
人の気質の入った私の肝を震撼ならしめた。
　先輩に接して半世紀、陸奥の地にこのような破格な粋人
にまた相見えることは絶無であり、白河以北の碧天に輝き
続けた雄大な一等星が、８月尽以来その曙光を消した。以
来三ヵ月、今私は北天を眺めることをためらい、その勇気を
失っている。
　ここに、一詩を献じて長の謝恩と暫しの別離とする。

追悼　畏友星一雄先生

半世紀　燦然たりし北天一等の星
八月尽　光芒一閃　低空をよぎり
西方浄土に向かい　緩やに着地す
白河以北　冥冥として歩す能わず

共に学ぶ三霜　大橋予科の厩舎・荒庭
供に切磋琢磨　佐藤耳鼻咽喉科の学窓
また相見えるなき　鬼才琴棋書画の雄
畏友那辺にありや　空しく北天を仰ぐ

平成25年10月７日　　

慈恵医大耳鼻咽喉科学教室年報  平成24年度（2012年）より転載

惜別　星一雄君（昭29）を悼む
佐　藤　泰　雄

医療法人社団桐藤会 佐藤内科診療所（横浜市）理事長
（東京慈恵会医科大学卒業）

　平成23年３月11日の東日本大震災は君の住む郡山市の
星病院にも甚大な被害を与えた。君はその７〜８年前に
小脳出血で倒れ、一時軽快したが、当時は寝たきりになっ
ていた。何回電話しても通ぜず、半年後やっと君の自宅
に電話した所奥様が出られて取次いでくれた。君はまわ
らぬ口で懸命に喋ってくれたが、段々と息苦しそうになっ
たので、御大事にと云って終わったのが君と交わした最
後の会話となった。
　私達は昭和22年４月に定員80名受験者2,000人の難関
を突破して入学したが、君は入学式の時にちらっとみた
位で教室ではあまり見えなかった。ある時君はふらっと
現れ、持っていたキュービズムの画集を借してくれた事
があり、その時初めて会話を交わしたように思う。后で
君が話してくれた所では、慈恵と共に美術学校にも入学
し二股かけて通学していたらしい。流石にそれでは進級
は難しく、一年でやめたらしい。
　又きっかけは忘れたが、学期末試験が近づくと君は我
家に泊まりこみ一緒に試験対策をした。君は人とのつき
あいが上手く、私の父母にも可愛がられ、父は試験シーズ
ンが近づくと星君は何時くるかと私に訊き、母はあの人
はまともにやれば大した大物になると誉めていた。
　目出度く昭和29年３月に卒業してからは二人共大学病
院に残ったが、科も違いお互い忙しくもあり、集まって飲
む機会はあまりなかった。併し君は在局中に良き伴侶に
恵まれやがて御尊父の隠退と共に郡山に帰られた。
　帰郷后の君の活躍は目を見張るものがあった。精神科
主体の星ヶ丘病院を造り、本院を新築し、三春町立病院の
経営を委嘱され、又介護保険が発足してからは夫々に介
護老人保健施設を造り、保健看護学院等を含めて十以上
の施設を管理していた。又多忙の合間に郡山チャーチル
会をつくり、慈恵の福島県支部長を永く勤められ、同級会
の郡山での開催を２回もやってくれた。又、私達29年卒
の卒業50周年誌には表紙を画いてくれた。昭和50年代で
は正月15日に我家に集まって近藤君や亡くなった高橋君
等と酒を酌み交わした。又星病院の新築や創立何十年等
の節目に記念会パーティーを盛大に開き其都度呼んで頂
いたが或時郡山の市長さんと同席した。郡山は公的病院
がなく、４つの大きな個人病院が競合協調してやってく
れるので市立病院を造る必要がなく、市の財政上大いに
助かっているとの話しだった。更に圧巻と思ったのは、
市民講座に当時の阿部正和学長に講演を御願いし郡山市
民に大きな感銘を与えた事だろう。
　平成25年１月に星総合病院は駅近くに壮大な病院を造
られ、９月に君のお別れ会もそこで行なわれた。しかし
福島の大震災による傷は尚深い。
　この時期に君のような乱世に強い男を失った事は一大
痛恨事である。併し嫡子北斗先生をはじめ多くの優秀な
スタッフが残されている。
　皆様の御健康と御健闘を祈ってやまない。

慈大新聞　第708号より転載
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≪一般演題≫　総合司会　　小児科　加藤　一夫

◎座長　看護部　佐藤貴美子

１．家庭訪問を実施してみて 介護老人保健施設オリオン
デイケア 橋本　陽子

２．精神科急性期病棟における入退院の現状
－退院困難事例に焦点をあてて－

星ヶ丘病院
総合相談･地域連携室 松原　弘子

３．園芸活動が社会復帰病棟患者の生活技能に与えた変化 星ヶ丘病院
リハビリテーション科 加藤　友設

4．ラクナ梗塞における症状増悪者の特徴と早期離床 星総合病院
リハビリテーション科 竹内　玄徳

◎座長　臨床工学科　菊地　康昭
５．不規則抗体カードの有用性 星総合病院　中央検査科 角田　淳子
６．1.5TMRI導入後の現況と新しい取り組み 星総合病院　放射線科 阿部　祐也
７．当院における電気自動車の急速充電器が心臓ペースメーカに与える影響 星総合病院　臨床工学科 鴫原　哲史

◎座長　整形外科　遠藤 康二郎
8．心臓リハビリテーションの効果 星総合病院　循環器内科 坂本　圭司
９．新病院におけるリハビリパークの活用について 星総合病院

リハビリテーション科 横堀太嘉志
10．ミトコンドリア病が疑われた一例 星総合病院　臨床研修医 小橋亮一郎
11．緩和ケア病棟の現状と展望 星総合病院　緩和医療科 関　　茂樹

≪特別講演≫　座長　眼科　平井　香織

　　演　題　　「眼科医療の最前線」
　　　　　　　　福島県立医科大学　医学部　眼科学講座　教授　　石 龍 鉄 樹 先生

平成25年11月7日　場所：メグレズホール

　当法人では、職員と地域医療機関の先生方が最新の医療を学ぶ場として、ま
た職員の日頃の研究成果の発表の場として年に２回集談会を開催しています。
　今回の特別講演は福島県立医科大学 医学部 眼科学講座教授の石龍鉄樹先生
をお招きし、「眼科医療の最前線」をテーマにお話し頂きました。
　また一般演題発表では、各施設各部署の職員により計11題の取り組みが発
表されました。

　公益社団法人日本看護協会では、ある特定の看護分野において、熟練した看護技術と知識を有することが
認められた看護師を認定する「認定看護師」制度を設けています。現在21の認定分野があり、当法人では10
分野計10名の認定看護師が活躍しております。
　今年度に誕生した認定看護師２名をご紹介します。

当法人の認定看護師（認定分野） 皮膚・排泄ケア、がん性疼痛看護、感染管理、乳がん看護、がん化学療法看護、
訪問看護、認知症看護、集中ケア、緩和ケア、慢性心不全看護

○緩和ケア認定看護師
星総合病院　緩和ケア病棟　久保木優佳さん

がんになっても「その人らしく生きる」
ことを支えたい
　がんと闘い続け、たとえ治療法がなく
なっても、人生は終わりではありません。
患者さんがその方らしく人生の時間を大切
に、穏やかに、あるいは精一杯過ごすこと
ができるよう、痛みなどの辛い症状をコン
トロールしたり、生活する場の調整のお手
伝いをしたり、時には不安で押しつぶされ

そうな気持ちに寄り添ったり…。そんなケアを通して患者さ
んやご家族と日々関わっています。
緩和ケアはがんと診断されたその時から受けられるケアであ
り、終末期に限定されたものではありません。院内の患者さ
んやご家族、地域の皆様に「緩和ケア」を正しく理解してい
ただくための活動にも力を入れています。

○慢性心不全看護認定看護師
星総合病院　3ST病棟　　李　民純さん

心不全の患者さんのQOL向上のため
に何ができるか個々の患者さんと共に
考え支援したい
　循環器疾患の中でも心不全患者は増
加傾向にあり、再入院率も非常に高い
ことが問題となっています。再入院を
防ぎ、生活の質を向上するためには、患

者さんが生活の中で折り合いをつけ、セルフケアしてい
くことが必要です。心不全患者さんが「自分で生活の編
み直し」ができるように、多職種と協働して支援してい
きたいと思っています。

（公社）日本看護協会認定
認定看護師が新たに2名誕生

第84回集談会
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　星総合病院は福島県の委託を受け、平成25年８月１日より「認知症疾
患医療センター」の運営を開始しました。認知症の早期発見、早期対応
体制の強化を目的としています。
　県内では竹田綜合病院（会津若松市）、舞子浜病院（いわき市）、当院（星ヶ
丘病院の機能と合わせ）の３病院が委託を受け当事業を行っています。
　当院では、総合相談・地域連携室に専用電話を設置、石原哲也神経内科
部長をセンター長とし認知症看護認定看護師、臨床心理士、精神保健福祉
士等が連携して、専門医療が必要な認知症疾患患者や家族へのサポート
を行っています。

星総合病院
認知症疾患医療センター
電　話：024-983-5529
受　付：月曜日〜土曜日

（木曜日の午後、第三
木曜日全日、日曜日、
祝日、年末年始を除く）
午前９時～午後５時

　メグレズホールにて９月22日、日本医療機能評価認定病院患者安全推進
協議会地域フォーラムを開催しました。
　同協議会は、医療機能評価機構の認定病院の有志が主体となり、患者安
全の推進を目的として平成15年に組織化。現在、全認定病院の約59％（約
1450病院）が参加しており、全国各地で「地域フォーラム」が行われてい
ます。今年度２回目となる今回は、星総合病院が幹事病院を務め「医療安
全におけるシミュレーション教育の効果」をテーマに開催しました。
　安全教育に焦点を当て、講演やパネルディスカッション、全体協議が行わ
れました。県内外の医師、看護師、薬剤師、医療安全管理者など約200名が
参加し、医療安全教育の質向上に向けた取り組みについて理解を深めてい
ました。

　星総合病院では、平成25年７月24日より県民健康管理調査に係る甲状腺二次検査をスタートしました。
　甲状腺二次検査は、原発事故当時18歳以下を対象とした甲状腺検査において、二次検査を勧められた方

（「Ｂ判定」と判定された方）を対象としており、甲状腺超音波検査、血液検査、尿検査、場合によって穿刺
吸引細胞診を行います。
　当初は福島県立医科大学のみで実施していた二次検査ですが、７月より福島労災病院（いわき市）と当
院を含む計３施設での実施が可能となりました。拠点病院が増えたこ
とで、対象者がより早期に受診できることが期待されています。

＊星総合病院へ直接のご連絡による予約はお受けできません。
　お問合わせは以下までお願いします。

【甲状腺検査に関するお問合わせ先】
　福島県立医科大学　放射線医学県民健康管理センター
　電話番号　024-549-5130（9：00～17：00  土日・祝日を除く）

テーマ「医療安全における
　　　　　シミュレーション教育の効果」

◆基調講演
　座長：橋本　廸生

（公益財団法人
日本医療機能評価機構
執行理事）

　基調講演
　　「医療人シミュレーション
　　　　　教育の意義と展開」

石川　和信
（福島県立医科大学
医療人育成･支援センター　准教授）

◆パネルディスカッション
　テーマ：「医療安全におけるシミュレーション教育の効果」
　座　長：長谷川　剛（自治医科大学附属病院　医療安全対策部　教授）
　　講演①「地域の医療安全～ポラリス構想～」
　　　　　　星　　北斗（公益財団法人星総合病院　理事長）
　　講演②「医療安全を目的とした
　　　　　　　シミュレーション教育の現状と効果」
　　　　　　大森　正樹（国家公務員共済組合連合会シミュレーション･

ラボセンター　ラボマネージャー）

　　講演③「シミュレーションによる緊急時対応」
　　　　　　及川　千代（東北大学病院　医療安全推進室　副室長）
　　講演④「テルモが考える医療安全のための医療者教育支援 
　　　　　　－シミュレーショントレーニングの活用－」
　　　　　　星野　早苗（テルモ㈱　ホスピタルカンパニー

クリニカルサポートチーム リーダー）
　全体協議

認知症疾患医療センターの運営をスタート星総合病院

平成２５年度　第２回地域フォーラム　開催

甲状腺二次検査 の実施医療機関です県民健康管理調査

公益財団法人日本医療機能評価機構　認定病院患者安全推進協議会

星総合
病院



施設ニュース施設ニュース

ポラリス保健看護学院

星 総 合 病 院

星 ヶ 丘 病 院

養護老人ホーム三春町敬老園

三春町立三春病院

介護老人保健施設オリオン
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市民公開講座
第3回緩和ケアネットワークの集い 10月12日

　メグレズホールにて、緩和ケアについての市民公開
講座を開催しました。
　星総合病院緩和医療科の関茂樹部長、久保木優佳 
緩和ケア認定看護師、坪井病院看護部長の清水千世様
による緩和ケアの実情に
関する講演のほか、緩和
ケア病棟患者さんのご家
族による体験談の発表も
ありました。一般市民約
120人が参加し、熱心に耳
を傾けていました。

星ヶ丘フェスタ2013 10月26日

　「心をつなごうハイタッチ」をテーマに、う
つくしま連による阿波踊り、辻フラスクール
のフラダンスショー、患者さんによる合唱、
大抽選会などを行
いました。焼きそ
ばや焼き鳥などの
出店も好評で、参
加者は賑やかで楽
しいひとときを過
ごしました。

第15回　北極祭 9月21日

　新校舎で行う初の北極祭となった
今回は、「新星～受け継がれる意志～」
をテーマにマタニティビクスやヘル
シーカフェなどの新たな試みや、白衣
体験やハンドマッサージ、健康教室な
ど授業での成長を活かした体験も行
いました。
　お昼時には露店に行列もでき、大盛
況の中、一般公開を終了しました。

家族介護教室 5月18日

　施設入所者への関わりに対し、ご家族と施設職員が共に理解
を深める「家族介護教室」を開催しました。今回は、『認知症とコ
ミュニケーション』をテーマにケアマネージャーの国分広美さ
んが講話を行いました。
　参加者から、「相談をすべ
き場所がなかった」「このよ
うな時間を設けてもらいあ
りがたかった」などの貴重
なご意見を頂戴しました。

おもちゃのプレゼントをいただきました
　郡山市にお住まいの志賀隆夫様より小児病棟プレイ
ルーム「マニュライフわくわくるーむ」へ月に一度、
手作りのおもちゃがプレゼントされています。駒やミ
ニシーソー、食べ物など種類も豊富で、丁寧に安全に作
られたおもちゃからは温もりが伝わってきます。「子
供たちに喜んでもらえるこ
とが自分自身の元気につな
がっています。次はどんな
おもちゃを作ろうか、考える
のが毎回楽しみ」とのこと。
　素敵な贈り物をありがと
うございます。

第４回 みはるフェスタ 9月28日

　田村高校合唱部によるミニコンサートがオープニングを飾
り、三春レディバグズダンスクラブや三春町敬老園によるダ
ンスが披露されました。
また雷クリニック 院長 雷毅先
生をお招きし、「胃と腸のはなし」
をテーマにご講演頂きました。
　健康チェックコーナーや模擬
店、バザーも大いに賑わい、地域
の方々との絆を改めて実感する
イベントとなりました。

うねめ踊り流しで準大賞を受賞
8月3日

　学生、教員、及び職
員有志がうねめ踊り
流しに参加しました。
　揃いの法被で息の
合った踊りを披露し、
見事準大賞を受賞し
ました。

敬老会を開催 9月18日

　75歳以上の61名が招待され、三春町長の
鈴木義孝様より、敬老祝い品並びに祝い金
が贈呈されまし
た。松蔚流舞扇
会の皆さんによ
る祝舞も披露さ
れ、入園者の皆
さんの長寿をお
祝いしました。

骨盤ゆがみチェックコーナー



トピックストピックス

　入場無料でどなたでも鑑賞可能です。
多くの皆様のご来場をお待ちしております。

「ピアノとファゴット」
～世界で愛される小品名曲コンサート～

日時：平成25年1月12日㈰
　　　開場13：30／開演14：00
場所：メグレズホール
出演：藤井　恵さん（ピアノ）
　　　荒井　渉さん（ファゴット）
　　　＊郡山市出身
　お車でお越しの際は、星総合病院駐
車場をご利用ください。

　星総合病院隣接地に移転新築したポ
ラリス保健看護学院1階の「メグレズ
ホール」は、７月のグランドオープン
でのお披露目以降、同学院学生や当法
人職員はもちろん、地域の様々な方々
にご利用いただいております。
　北極祭や合唱祭等ポラリスの様々な
イベント、職員の勉強会、当法人主催
の研修会やコンサートをはじめ、学会
の開催や地域の小中高生の音楽の練習
の場としても広く活用されています。

「こぐま座☆コンサート」スタート
　音楽を通し地域の皆さんの文化交
流の場としていくことを目指した当
法人主催のコンサートが始まりまし
た。著名な方々にご出演いただき好
評を博しています。
　ホールでの各種催し物は全て入場
無料です。今後のイベント情報は、
随時ホームページやFacebookでご案
内します。

　公益財団法人星総合病院は、法人設立の目的である「地域の必要とする救急医療・高度医療並びに介護・福祉事業
の提供を以って地域の公衆衛生の向上に資すること」を推進するにあたり、皆様からのご寄附を受け入れておりま
す。皆様からの貴重なご寄附は、高度・専門医療機器等の整備や患者様のための病院環境整備、健康教育など公益
法人としての様々な事業に有効に活用させていただきます。皆様のご支援をよろしくお願い致します。

　当法人は、税制上の特定公益増進法人に該当し、当法人
に寄附金をいただいた場合は税制上の優遇措置を受けるこ
とが出来ます。
　＊ご寄附金は、金額に関わらずお受け致します。
　　（領収書を発行致します。）
　＊車いすなど物品のご寄附もお受け致します。

ご寄附の申込みについて
　当法人への寄附をご希望される場合は、お電話にてご連
絡いただくか、当法人ホームページより申込書をダウン
ロードし記入の上、FAXか郵送にてご送付下さい。折り
返し事務局よりご連絡申し上げます。

お問合わせ先　　公益財団法人星総合病院　公益事業推進室　　☎024-983-5511㈹

ご寄附の紹介 （敬称略、順不同）
平成25年1月～平成25年12月

【寄附金】　　計34件
大野籐一様、株式会社宝来屋本店様
サンベンディング東北株式会社様
安積電気通信興業株式会社様
社会福祉法人福島いのちの電話様 その他29件

【寄附物品】　計８件　〈車椅子、絵本、iPad　等〉
※氏名等は、ご本人のご意思を確認の上、公表さ
　せていただいております。

メグレズホール　好評メグレズホール　好評
「こぐま座★コンサート」

のご案内
「こぐま座★コンサート」

のご案内

公益財団法人星総合病院　寄附募集のご案内公益財団法人星総合病院　寄附募集のご案内

公益財団法人星総合病院
◦星総合病院

〒963-8501　福島県郡山市向河原町159番1号
TEL 024-983-5511

　星総合病院　在宅介護支援センター
〒963-8501　福島県郡山市向河原町159番1号
TEL 024-983-5515

　ほしのこ保育園
〒963-8501　福島県郡山市向河原町159番1号
TEL 024-983-5519

◦星ヶ丘病院
〒963-0211　福島県郡山市片平町字北三天7番地
TEL 024-952-6411

　星ヶ丘訪問看護ステーション
〒963-0211　福島県郡山市片平町字北三天7番地
TEL 024-962-1711

　居宅介護支援事業所星ヶ丘
〒963-0211　福島県郡山市片平町字北三天7番地
TEL 024-952-6414

　星ヶ丘保育園
〒963-0211　福島県郡山市片平町字北三天7番地3号
TEL 024-951-0788

◦介護老人保健施設オリオン
〒963-0211　福島県郡山市片平町字峯三天2番地
TEL 024-952-6413

◦三春町立三春病院（指定管理）
〒963-7752　福島県田村郡三春町字六升蒔50
TEL 0247-62-3131

◦ほし横塚クリニック
〒963-8803　福島県郡山市横塚二丁目20-36
TEL 024-956-7778

　星訪問看護ステーション
〒963-8803　福島県郡山市横塚二丁目20-36
TEL 024-956-2322

　芳賀・小原田地域包括支援センター
〒963-8803　福島県郡山市横塚二丁目20-36
TEL 024-941-1121

◦養護老人ホーム三春町敬老園（指定管理）
〒963-7752　福島県田村郡三春町字六升蒔50番地の1
TEL 0247-62-3618

◦ポラリス保健看護学院
〒963-8801　福島県郡山市向河原町159番7号
TEL 024-983-5010

HP http://www.hoshipital.jp
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ご意見をお聞かせ下さい。

ホームページアドレス
http://www.hoshipital.jp
発　行／ 公益財団法人星総合病院
編　集／「懸虹」編集委員会
発行日／ 平成25年12月27日
住　所／ 〒963-8501
　　　　 郡山市向河原町159番1号


